
















































































































































































– Alephの後継？ ⇒ 幾度もの検証とフロー再構築
– 規則もコードもシンプルに ⇒ 貸出/リクエスト規則の簡素化
– 紙なし（メール/タブレット端末）の処理 ⇒ 紙で帳票を出したい。
– Internal/External User の区別 ⇒ 利用者登録・窓口運用の変更




















































































































→分担発注？DARA(Data Analysis Recommendation Assistant)の活用？シェアードプリント？
⇓
慶應全所蔵資料をサービス対象として考える
リソースシェアリング的な意識への変化が必要
⇓
そしてさらなる先には？
システム共同運用記念シンポジウム ～早慶図書館の挑戦～ 27
アイテムリクエストからタイトルリクエストへ
（今後の課題）
4.プロジェクトの成果と今後の展開
システム共同運用記念シンポジウム ～早慶図書館の挑戦～ 28
プロジェクトの成果と今後の展開
• 大きな混乱なく閲覧業務を運用できている。
• 早慶間スタッフの情報共有や連携強化、ILL等の活性化に繋がった。
• 今後の展開として、早慶間のリソースシェアリングの検討が挙げられる。
◆相互利用協定・実務要綱内でのサービス拡大
・身分証による入館・閲覧の対象身分・対象館を広げられるか？
・利用券発行による貸出の対象身分・対象館を広げられるか？
所属機関での貸出や返却ができるか？
◆新たなシステム機能（Resource Sharing）を用いてのサービス拡大
・スタッフによる早慶間の資料取寄せをAlmaで実現できるか？
・利用者による早慶間の資料取寄せをPrimo VEで実現できるか？
⇓
「罰則ルールの違い」「利用者データの共有」
「早慶共通のリクエストルール構築」など課題はあるが、
早慶間のリソースシェアリングを一歩ずつ進めていく。
システム共同運用記念シンポジウム ～早慶図書館の挑戦～ 29
2020年4月から
対象身分を拡大
